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１．はじめに 
  以前１６０例程のバングラデイシュ地下水ヒ素汚染地区の住民の髪の毛の PIXE 分析

について報告した。今回、さらにデータを２５０例に増やすとともに（表１）、被験者を a)

ヒ素被害の兆候なし(no symptom)、ｂ)黒皮症（melanosis）, c）角化症（keratosis）に分

けて統計を取ったところセレニウムについて明らかに拮抗作用がみられた。（図１，２） 

 また Mn は以前と同じく日本人に比べて３０倍と高いが、タイ国やハンガリー国の地下

水ヒ素汚染でも同様なことが報告されており、いずれ問題になると思われる。パーキンソ

ン様の症状はヒ素毒の症状にマスクされている可能性がある。 

 

２．セレニウム 
  当初、測定を開始するにあたり、文献等から Seに Hgと Asに対する拮抗作用のある

ことは明らかであったし、また医学、化学の専門家からのコメントもあった。しかし前回

の報告では拮抗作用がそれほど明白に現れなかった。今回 Seと Asとの間に明らかな拮抗

作用がみられたのは統計数が比較的多かったのと PIXE 分析の精度のよさがあると思われ

る。放射化分析や ICP-MS等による報告でもこのような指摘は無いようである。 

 

３．食品中のヒ素濃度 
  バングラデイシュ国民は地下水のヒ素汚染と同時に日常口にする食品がヒ素汚染され

ているのではないかと疑っているようである。たまたまそのような報告（極めていいかげ
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んな測定とおもわれるが）がなされ一時パニックになった。そのため国民が日常よく口に

する主な食品の PIXE 分析をおこなったが、表２に示すようにヒ素は検出されなかった。

従って現在のところ食品からのヒ素汚染は全く心配がない。 

 

４．結論 
  これまで地下水ヒ素汚染に対する各国の援助は原因究明のみにそのほとんどが費され、 

患者や国民の救済には１タカたりとも使用されていないという強い不満がある。このまま

放置すれば６０００万人とも８０００万人ともいわれるヒ素中毒患者が発生する恐れがあ

り、一刻の猶予も許されない。我々は今回の PIXE 分析の結果からバングラデイシュ政府

に次のことを提案したい。 

1) 国民に早急に Se の投与を考えよ。具体的には食塩にセレニウムを添加することを考

えれば安くて安全であろう。これで約８０％の国民が救われる可能性がある。 

2) 地下水の利用を出来るだけ早く中止し、表層水の利用に切り替える。このことは膨大

な予算が必要であるが国家としての義務であろう。ハンガリーは一応やりとげており、

やればできることであろう。 
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